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ユニバーサル・スタジオ・ジャパン(以下、USJ)は2018年3月16日～6月30日に
かけて4つのアトラクションを稼動スタートさせる。
昨年の12月には訪日来場者が200万人を突破し国内外から注目を集めている

USJ。そのUSJがこの春に新たにアトラクションとして追加するのは「ユニバーサ
ル・スペクタクル・ナイトパレード」「プレイング・ウィズ・おさるのジョージ」「ハリー・
ポッター・アンド・フォービドゥン・ジャーニー」「ウォーターワールド」だ。
中でも、5月17日から稼動となった従来の2倍となる約70億円を投資した「ユニ
バーサル・スペクタクル・ナイトパレード」は4種類のテーマで構成されたプロジェクト
マッピングが場内の壁、地面などに立体的な視覚を演出しながら約25分上映され、
その中をキャラクターがステージに乗って移動する姿が人気を呼び特別観覧席エ
リアは一部の土曜日、日曜日を中心にチケット売り切れの状態も出ている。
また2018年6月30日からは、2017年に約100億円の投資を経て完成した「ミニオ
ン・パーク」エリアに新たなアトラクションとなる「ミニオン・ハチャメチャ・アイス」が開
業予定。更に2020年の夏には任天堂の世界的人気キャラクターマリオが登場する
「SUPER NINTENDO WORLD」エリアも開業予定とUSJから目が離せない。
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■【大阪・ユニバーサルシティ】USJに4つのアトラクションが続々登場！

■【大阪・梅田】グランフロント大阪 ５周年 来場者は2億5千万人突破！

JR西日本は5月18日にサンリオの「ハローキティ」とコラボレーションした特別
車両を6月30日から運行すると発表した。500系新幹線を使用し外装、内装共
に「ハローキティの世界観」満載にデザインされた車両の1号車には
「HELLO!PLAZA」 と銘打ち、西日本の各地の魅力を紹介する展示スペースが、
2号車には「KAWAII!ROOM」とおしゃれにかわいく飾りつけた空間に、キティと
記念撮影ができるフォトスポットも用意されている。 この車両に乗れるのは
「こだま730 （博多6時40分発～新大阪11時13分着） 」
「こだま741新大阪11時29分発～博多15時38分着） 」の一日一往復。

運行日は6月30日から9月30日まで。
(7月18～20日、8月8～10日、9月3～5日)は運行を行わない予定。

▲「SUPER NINTENDO WORLD」の
完成イメージ画像。

2018年4月26日にグランフロント大阪はまちびら
き5周年を向かえ、更なる計画としてまちびらき開
始以来初となる大型リニューアルを発表した。

1月に累計延来場者数25000万人を突破し、勢い
に乗るグランフロント大阪は次のまちびらきとして延
べ60店舗前後の新規・改装オープンを行う。第一弾
として2018年4月～9月に20店舗が順次リニューア
ル。第二弾は2018年10月頃に約25店舗、第三弾と
して2019年3月を予定している。

■【JR西日本】新幹線がサンリオの人気キャラクター「ハローキティ」仕様に

▲地域を「つなぐ」「結ぶ」という思いがつ
まったリボンを纏った車体イメージ

▲ミニオンエリアの新アトラクションも
楽しみだ

▲延来場者数のグラフ 2年目は少し落ち込んだが、5000万人前後の安
定した集客を行っているグランフロント大阪。

また5周年記念イベントとして世界的著名アーティスト、キース・ヘリングと国内のアーティスト、ヤノベケンジ等
多数アーティストによるアート作品展示イベントGRAND THANKS! 5th Anniversary「GRAND ART FES」が5月13日

まで行われた。一般来場者もメルセデス・ベンツにアートを施せるという一般参加型のユニークなイベントも開催され、
期間内にグランフロント大阪内の対象ショップ＆レストランを利用の来場者には記念ノベルティがプレゼントされた。

5月13日に運行を終了した「エヴァ新幹線」に続いて話題となれるか。

■【京都・阪急】インバウンドをターゲットに西改札をリニューアル！

▲「キティ新幹線」の車両内イメージ
阪急電鉄は5月22日に烏丸駅西改札をリニューアルし「観光案内所・烏丸」
を新設することを発表した。近年、急増する訪日観光客(インバウンド)による
「阪急烏丸」と「地下鉄四条」の混同等トラブルが多数あり、今後の円滑化に
向け多言語を扱えるスタッフを常駐させる予定だ。その他、他の交通機関へ
の乗り換えの効率化のためにフロアの整備やレンガ風の近代建築のイメージ
の空間に大改装する。
また、阪急電鉄初となる車内無料Wi-fiサービスを京都線車両9300系と「京と
れいん」に導入、更には自動外貨両替機の設置、駅のトイレの洋式化を推し
進めるなど国外からの訪日観光客に向けた新たな阪急電鉄が見れそうだ。

▲烏丸駅西改札口のリニューアルイメージ


